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研究成果の概要（和文）：本研究で、次のことが明らかになった。スクオッターから海外出稼ぎ者が出ている。
都市に移った先住民がスクオッターに定住している。スクオッター居住者、先住民からホームレスが現れてい
る。また本研究は、次の分析を行った。まず、スクオッターの撤去について分析した。そして、居住者の住居喪
失と生活崩壊について分析した。次に、海外出稼ぎ者の階層的出自について、また、国内移住者との繋がりにつ
いて分析した。次に、先住民を都市底辺層に組み込んで、その労働と生活について分析した。最後に、ホームレ
スの労働と生活について分析した。これらのいずれも、途上国都市の底辺層研究の開拓的な成果となった。

研究成果の概要（英文）：In this research, the followings were clarified. Squatters have overseas 
migrants. Indigenous people who migrated to the city settle in the squatters. Homelessness is coming
 from squatters’residents and indigenous people. Then, our research conducted the following 
analyses. First, we analyzed the compulsory eviction of the squatter. And we analyzed how people 
lost their residency and experienced the collapse of lives. Next, we analyzed the hierarchical 
origins of overseas migrants and the connection with domestic migrants. Next, we thought the 
indigenous people as a part of the urban bottom, and analyzed their jobs and lives. Finally, we 
analyzed jobs and the lives of homeless people. Al of these analyses became a pioneering achievement
 of research on the urban bottom people.

研究分野： 都市社会学
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１．研究開始当初の背景 

⑴  途上国都市の底辺層が変容している。非

正規雇用と雑業層が膨張し、新たな職種が

出現し、都市開発・ジェントリフィケーシ

ョンにより居住構造が変容し、伝統型貧困

に加えて、新しい貧困が現れている。スク

オッターが膨張し、街頭ではベンダーやホ

ームレスが増えている。地方からの移住者

が減り、大都市に移住者二世・三世が増え、

海外出稼ぎ者が増えている。 

⑵  このような途上国都市の底辺層変容の

実態は、もはや旧来の過剰都市化論では説

明できない。ではどのようなパラダイムが

必要だろうか。変容する都市底辺層の実像

に迫る新たな理論が求められていた。 

 

２．研究の目的 

⑴  本研究は、途上国都市の底辺層の変容を、

グローバル都市論を援用し、フィリピンの

マニラ首都圏を舞台に、具体的に、ホーム

レス、スクオッター居住者（とくに女性）、

出稼ぎ経験者、（マニラに移住した）少数

民族を対象にフィールドワークを行い、労

働（非正規／雑業）、居住（定住／非定住）、

貧困（旧／新）、移動（国内／海外就労）

について明らかにすることを目的とした。 

⑵  そのために本研究は、底辺層の労働分析

のために新労務（new labor）仮説を、貧

困分析のために新貧困（new poverty）仮

説を構築し、それらをフィールドワークに

より検証することをめざした。 

 

３．研究の方法 

⑴  研究方法は、参与観察と面接調査の方法

をとった。ホームレス、スクオッター居住

者、海外出稼ぎ経験者、下層女性、先住民

の生活実態と生存戦略について、観察と面

接を行った。海外就労経験者、下層女性、

スクオッター居住者はスクオッターで、先

住民はスクオッターと街頭で、ホームレス

は街頭で観察と面接を行った。まず、研究

代表者と分担者で仮説・方法・調査計画を

定め、フィールドワークは、研究協力者を

含めて、相互に連携をとって進めた。 

⑵  研究代表者は、調査全体を掌握・調整し、

調査情報の交換、調査結果の解釈と理論化

に集中した。 

 

４．研究成果 

⑴  本研究で、次のことが明らかになった。

スクオッターから海外出稼ぎ者が出てい

る。先住民がスクオッターに定住している。

スクオッター居住者、先住民からホームレ

スが出ている。 

⑵  本研究は、次の分析を行った。まず、ス

クオッターの撤去自体を分析した。そして、

居住者の住居喪失と生活崩壊について分

析した。次に、海外出稼ぎ者の階層的出自、

国内移住者との関係について分析した。次

に、先住民を都市底辺層に組み込んで分析

した。最後に、ホームレスの労働と生活に

ついて分析した。いずれも、途上国都市の

底辺層研究の開拓的な成果となった。 
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